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県
で
は
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
活

動
と
連
携
し
、
本
県
地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
富
士

山
ブ
ラ
ン
ド
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
県
産
品
に
付
け
、
山

梨
の
地
場
産
業
を
Ｐ
Ｒ
し
、
県
産
品
の
良
さ
を

国
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化
遺

産
登
録
を
地
場
産
業
界
か
ら
も
後
押
し
し
て
い

こ
う
と
い
う
の
が
今
回
の
取
り
組
み
で
す
。

　
本
県
の
地
場
産
業
は
、
ワ
イ
ン
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
、

織
物
の
よ
う
に
国
内
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る

も
の
か
ら
、
和
紙
、
印
伝
、
印
章
、
硯
な
ど
地

域
の
伝
統
工
芸
ま
で
、
地
域
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
場
産
業
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
厳
し
く
、
国
内
市
場
に
は
類
似

の
輸
入
商
品
が
あ
ふ
れ
る
と
と
も
に
、
国
内
他

産
地
の
製
品
と
の
競
争
も
激
化
し
て
い
ま
す
。

　
県
産
品
に
「
富
士
山
ブ
ラ
ン
ド
・
ロ
ゴ
マ
ー

ク
」
を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
他
製
品
と
の
差

別
化
を
図
り
、
本
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
場
産
品

を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ひ
い
て
は

山
梨
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
な

が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
今
後
、「
富
士
山
ブ
ラ
ン
ド
・
ロ

ゴ
マ
ー
ク
」
の
入
っ
た
ハ
ン
カ
チ
、
ラ
ペ
ル
ピ

ン
、
和
紙
ノ
ー
ト
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
製
品
を
開

発
し
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
活
動
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
「
富
士
の
国
や
ま
な
し
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
中
で
も
積
極
的
に
活
用
し
、「
富
士
の

国
や
ま
な
し
」
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

ま
す
。

　このロゴマークは、富士山のローマ字表記「Fujisan」の中に、「世界文化遺産」を表す「isan（遺産）」と「楽
しむ」という意味の英語「Fun（ファン）」、「寄せる思い」を示す「Fan（ファン）」の3つの言葉が含まれてい
ることから生まれました。
　山梨県側から見た「三峰型の富士山」をベースに、「富士山を楽しもう」を「人」の形で、「富士山に寄せる思
い」を「ハート」で表現し、重なる部分を藍色にすることにより、山頂に雪を頂いた富士山にまとめました。
　富士山へ寄せる熱い思いを持って、みんなで富士山の魅力を再発見し、世界文化遺産にしていこうという気持
ちを表現したのがこのロゴマークです。

すべてを富士山の中に発見しました

　
富
士
山
ブ
ラ
ン
ド
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、

地
場
産
業
の
業
界
団
体
な
ど
か
ら
推
薦
を

受
け
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
織

物
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ

ー
、
和
紙
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
八
名
か
ら
な

る
「
富
士
山
ブ
ラ
ン
ド
開
発
実
行
委
員
会
」

に
よ
り
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
対

象
と
な
る
富
士
山
を
多
方
面
か
ら
研
究
す

る
た
め
、
山
梨
県
立
博
物
館
や
、
富
士
吉

田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
な
ど
の
協
力
を
得

て
、「
美
術
に
お
け
る
富
士
山
の
姿
の
変
遷
」

や
「
富
士
講
（
原
始
・
古
代
以
来
の
富
士

山
信
仰
を
背
景
に
江
戸
時
代
に
成
立
し
た

民
衆
宗
教
の
ひ
と
つ
）」
に
つ
い
て
調
査

す
る
と
と
も
に
、
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田

第
二
小
学
校
の
二
年
生
・
三
年
生
の
二
百

九
人
に
、
思
い
思
い
の
カ
タ
チ
の
富
士
山

を
描
い
て
も
ら
う
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
三
峰
型
は
壮
麗
で

聖
な
る
山
、
富
士

山
の
姿
を
象
徴
的

に
と
ら
え
た
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
に
な

っ
て
富
士
を
間
近
に
見
る
機
会
が
増
え
て
、

真
景
図
（
実
際
に
見
た
形
の
絵
）
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
や
は
り
富
士
は

三
峰
型
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
す
。」（
県
立
博
物
館　
井
澤
学
芸
員
）

「
富
士
山
信
仰
の

信
仰
者
を
富
士
山

に
導
く
御
師
。
江

戸
時
代
に
は
富
士

吉
田
や
河
口
湖
に

御
師
家
が
そ
れ
ぞ
れ
百
軒
近
く
あ
り
ま
し

た
。
江
戸
や
関
東
の
信
仰
者
の
多
く
は
、

甲
州
街
道
ル
ー
ト
を
と
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
山
梨
県
側
の
登
山
道
に
は
江
戸
の
香

り
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
御
師
が
案
内

す
る
富
士
講
の
布
マ
ネ
キ
（
富
士
山
に
参

集
し
た
講
社
の
招
き
旗
）
は
、
三
峰
型
の

富
士
山
が
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。」（
富

士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館　
堀
内
課
長
）

　
「
小
学
生
の
絵
の
中
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
の

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
九

十
八
％
の
子
ど
も
た
ち
が
雪
を
か
ぶ
っ
た

富
士
山
を
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
に

色
を
付
け
た
子
ど
も
の
う
ち
、
八
六
・
一

％
が
富
士
山
を
青
色
に
塗
り
ま
し
た
。

Fujisan

に
、isan

が
あ
る
と
い
う
ヒ
ン

ト
が
隠
さ
れ
た
絵
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
反
映
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」（
実
行
委
員
会
）

　
十
月
現
在
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
使
用
承
認
団

体
は
、
約
二
十
団
体
で
す
。
今
後
、
県
で

は
地
場
産
業
、
農
林
業
な
ど
の
各
関
係
団

体
と
と
も
に
「
富
士
山
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
」
を
設
立
し
、「
富
士
山
ブ
ラ
ン
ド
」

商
品
の
開
発
促
進
、「
富
士
山
ブ
ラ
ン
ド
・

ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
の
普
及
・
定
着
な
ど
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

富士山ブランド・ロゴマーク
富士山ファンへ発信！

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
開
発
さ
れ
る
ま
で

三
峰
型
の
富
士

雪
を
か
ぶ
っ
た
青
い
富
士

富
士
山
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
の
設
立

お　
し

お
し
の
い
え

みつみねがた

Fujisan

Fujisan Fujisan

f u r e a i 09＿ f u r e a i08＿

小学生が描いてくれた富士山の絵
描いてくれたのは：富士吉田市立下吉田第二小学校の2年生・3年生の209人

「
富
士
山
ブ
ラ
ン
ド・ロ
ゴ
マ
ー
ク
」と「
富

士
山
フ
ァ
ン
」の
商
標
は
、山
梨
県
の
登
録

商
標（
出
願
中
）で
す
。県
内
の
地
場
産
業

の
組
合
な
ど
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、地
場
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
と

判
断
で
き
る
場
合
に
は
、県
は
民
間
企
業

な
ど
に
対
し
て
も
使
用
許
可
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先　
工
業
振
興
課　

　
電
話　
〇
五
五
‐
二
二
三
‐
一
五
四
三

ロゴマークの作成に取り組む実行委員たち


